
ペンシルパニ

(2) 洋式使所 サイフ ォン式と直接落下式の 2 極類あり， サ ク内に鋼管をとおし，これに暖房主管より蒸気を導入して温水

イフ ォソ式のものはシスタ γを設け，サイ フォン f史認を使用し を作り洗面総の給水弁に供給する。 (林正造)

常に使総内の7M記jを保ち外気の侵入臭気の逆流を防いでいる。 ペンシルパニアてつどう ペンシルパニア鉄道 (米)

直接務下式は豹1式;のものとほとんど同じ構造でらる。 Pennsy lvania Railroad Company 1 級鉄道，営業キロ 16， 110

2 洋式 (出所 3. ~ 気抜

和式 ・ 洋式ともに使所内には手洗総を設け ， f:[~ドド:および 3

等寝台11ïにはJlJ 使紙 を備えている。 便所内の臭気を抜く 臭気抜

は写J.[-3のような隣造で， これを使総の緋准(はいせつ)行の下

部に取付けそのガーランドにより列車の速度を利用して吸い出

すようにな っている。またサイフォン{史総を使用するものでは

屋根上にガーラソド J~iilí風格を用いでし 、る。 便所の!限引も りは人

造大!'Jl石，人造石にタイノレ政， ハ ードボードにピニノレクロ ース

狼， アノレミ デ コ ラ援， ~，告段およびたたき床は人造石にタイノレ渡

り~)f水石を混入してとぎ出した人造石， 鉄板にピニノレクロー

ス張を使用している。

2 化粧 室

客11ïの化粧室には l 人用・ 2 人用 ・ 3 入用の 3 filìあ って 2 人

用 ・ 3 人用は主として 3 等以上の寝台平に設け， その他には l

人Jljが設けである。化粧室のIl射民

には人造大理石または人造石にタ

イノレ日長， ハードボードに ピニ ノレ ク

ロ ース強， アルミ デ コ ラ 強， たた

き床は人造石にタイノレ猿または寒

水石を混入しとぎ出した人造石，

鉄板にピ ニ ノレ ク ロ ー ス猿を用いて

いる。洗面総は大lj lJ し

て 3 径あるが，古くか

ら使われている ものは

うがいつぼと一体で，

外形は四角または扇形

で洗い鉢はだ円形，給

水弁は事11 ボ タン式のも

のをj目いている。最近

の 2 ~字以 ヒの事および

4 化粧室

3 等寝台率に使われて 5. 2 人用化担t 室

いるものは外形 ・ 洗い鉢 とも にfiEl !回て‘給水弁はハンドノレ式のも

ので， うがいつぼを)Jllil.\に給水弁と と もに設けてある。各洗国

務の排水装置は手!WJで操作し， 排水管をとお し床下に排水す る。

以上のほか各化粧室には鏡， 化粧品だな，帽子掛， くずもの入，

網だなを設け， と くに 2 等以上の王手には飲料水タン ク， 石けん

入， タオノレ置台，入口カーテンを 3 等寝台車には飲料水!7"/

17 ， 石けん入などを設けてある。

温水器 客111には化粧室に温水を供給するために1ffi\.7.k掠を備

えている。瓶水骨量には角形と丸形の 2 極あるが， いずれもタン

km ， 本社所在地 Philadelphia,Pennsyl vania , U. S. A. 

184 6 . 4 にベソγノレパニア州から，ハリスパーグ=ピッツパー

グ間の鉄道建設の免許を受けて設立された。技師長トムソン

(J. E. Thomson) の指導のもとに工事が仔われ， ハリスパー

グ=ノレイスタウン間 98.2km の区間が 1849 ・ 9 ・ l 開通した。新線

の建設， 既存鉄道の賃借および買収によって線路は漸次増加し，

フイラデノレアイア=ピッツパーグ間に最初の直通列車が巡転さ

れたのは 1852 .1 2 ・ 10 である。

1874 年にトムソソ (1852 年から社長に就任していた)が死亡

したときは， ベゾγノレパ ニ ア鉄道はすでにアメリカ第 1 の大鉄

道にな っ てし、た。 1881 年には鉄道はほとんど現在の規模に近い

ものとなり ， 今 日の発展の基礎が築き上げられていた。 主主主線

路はハドソン河を連絡船によって横断してニューヨーク市に達

し ， 西はシ カゴ，セントノレイス ， シン γナチ，クリ ー ヴラ γ ド，

パァ 77 ロ ーおよびソーダスポイントに通じている。

ベ γ シノレパ ニア鉄道会社は他会社と共同で所有する鉄道およ

び入換 ・発着鉄道を除き，約 50 余の従属鉄道会社を擁してベン

ンノレバニア鉄道系 (Pennsylvania System) を榊成している。

従属鉄道会組のうち 主なものは， ð9!立経営されているグラン

ド・ラ ピッ ズ ・ アンド ・イ ンデ ィアナ鉄道会社， ベ γ シノレバニ

ア ・ オハイオ ・アンド・デトロイト鉄道会社， フィラ デノレフィ

ア ・ ポノレチモア ・ アンド ・ ワシントン鉄道会社， ピッツパー グ・

シンシナチ・ シ ゴカ ・ アソド ・ セントノレイス鉄道会社， ピッツ

パーグ ・ 7 オートウェイン ・ アンド ・ γ カゴ鉄道会社， ウエ ス

タン ・ ニューョ -17 ，アンド ・ ベンシノレバ ニ ア鉄道会社等であ

る。

すでに 19 1 5年以来フィラデノレプイアの近郊線において一部電

化が進められてきたが， 実施の結果は良好であったので， 1928 

年には本線の抱化が青 1" 函され，ニュー ヨークから 7 イ ラデノレフ

イアまで (1933 ・ l 開通)， およびボノレチモア経由ワシントンま

で (1935 ・ 2 開通)， 7 イラデノレフ イアからハリスパー グ経由ベリ

ヴイ ル まで、電化されている。電流は架空電車線方式により 11 , 

ooov が使用されている。

主要線路はニューヨーク市から凶へ，ニュ ーヨーク， ニュ ー

ジャ ー シ ー， デラウェア ー， ベ ンシノレバニア ， メリ ーラ ン ド，

オハイオ， ミシガγ，インディアナおよびイリノイの諸州を通

じて延び，ニ ュ ーヨ -17 州のニューヨ -17 市およびパッフア ロ

ー， ワシントン，ヴァ ージニ アナト|のノーフォ ー クおよびウ イ ソ

チェスタ ー， オハイオ州、|の γ ゾシナチ ， ケンタッキ ー州のノレイ

ヴイ ノレ ， ミズ リーナト|のセントノレイ ス，イリノイ州のベオリアお

よびシカゴ， ベンシノレパ ニ ア 州の ウイノレ タスパールにおいて ，

それぞれ他社の鉄道と述絡している。

1955 J盛年度の営業成献はつぎの通りである。

営業収入 934，972，870 ドノレ

営業費 768，201 ，21 4 ド ノレ

営業係数 82.16 % 

貨物輸送 ト ン数

1 t 平均紛送キ ロ

旅客輸送人民

201,147,430 t 

401.21 km 

63 ，027 ，133 人

1 人平均乗車キロ 95.62 km 

貨物紛送トソ数のうち 56.4 % は鉱産物， 33.5 % は工業製品

および雑品目 ， 6.2 % は農産物である。




